
風
信

　
平
成
二
十
四
年
を
迎
え
、
謹
ん
で
お
祝
辞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
当
協
会
が
主
催
い
た
し
ま
し
た
、
講
演
会
・
学
習
会
を
は
じ
め
恒
例
の
史

跡
見
学
会
・
研
修
な
ど
の
諸
行
事
に
対
し
、
皆
様
方
か
ら
多
大
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
は
当
協
会
が
昭
和
五
十
七
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
て
、
三
十
周
年
と
い
う
節
目

の
年
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、
平
成
元
年
以
来
発
刊
し
て
ま
い
り
ま
し
た
特
集「
な
が

さ
き
の
空
」も
本
年
で
第
二
十
三
集
と
な
り
創
立
三
十
周
年
を
記
念
し
た
特
集
号
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
、
当
協
会
の
活
動
も
各
方
面
よ
り
注
目
を
浴
び
、
昨
年
度
の
協
会

へ
の
ご
来
訪
者
は
、
県
内
外
か
ら
三
、〇
〇
〇
人
を
超
え
ま
し
た
。

　
本
年
も「
長
崎
学
」を
中
心
に
、
長
崎
の
歴
史
文
化
を
研
究
し
、
地
域
文
化
の
振
興

に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
二
十
四
年

　
　
辰
年
に
因
ん
で	

越
中
　
哲
也

　
先
ず
は
　
新
年
の
御
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
次
い
で
本
年
は
長
崎
歴
史
文
化
協
会
創
立
三
十
周
年
を
迎
え
る
年
と
な
り
　
こ
れ

一
重
に
皆
様
方
に
御
協
力
を
い
た
だ
い
た
御
陰
と
感
謝
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
本

当
に
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
年
の
始
め
の「
な
が
さ
き
の
空
」は
恒
例
に
よ
り「
暦
み
話
」よ
り
始
め
る
こ

と
に
致
し
ま
す
。

　
中
国
の
暦
法（
旧
暦
）に
よ
り
ま
す
と
、
今
年
の「
干
支
」の「
干
」は「
壬ジ
ン

」と
い
う
文

字
に
な
り
、
支
は「
辰シ
ン

」と
い
う
文
字
に
な
る
。
干
は「
甲
乙
丙
…
」と
十
文
字
に
分
け

て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
干
と
は「
幹
」の
文
字
を
略
し
た
も
の
で
其
の
意
は
物
の
成
立

し
て
い
る
本
体
を
示
す「
木
火
土
金
水
」の
五
行
が
一
文
字
ご
と
に
上
下（
兄エ

弟ト

）に
わ

か
れ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば「
木
」を
上
下
に
分
け
て
木キ
ノ
エ

甲
・
木キ
ノ
ト

乙
、「
火
」

を
上
下
に
分
け
て
火ヒ
ノ
エ

丙
・
火ヒ
ノ
ト

丁
…
で
あ
る
と
言
う
。
支
は
其
の「
幹
─
干
」を
支
え

る
も
の
で
十
二
種
類
に
分
け
て
説
明
し
て
あ
る
。
そ
の
十
二
と
は
滋（
子ネ

）で
あ
り
、

紐（
丑ウ
シ

）で
あ
り
、
演（
寅ト
ラ

）で
あ
る
…
と
十
二
支
の
説
明
が
あ
る
。
で
は
何
故
十
二
支

が
動
物
と
関
係
が
あ
る
の
か
と
言
う
と
、
幹
を
支
え
る
に
は「
身
近
に
い
て
走
り
回

り
世
話
を
す
る
物
」と
の
意
が
示
さ
れ
て
い
る
と
言
う
。

　
先
輩
方
に
こ
の
事
を
お
き
き
し
た
ら
、「
何
ん
だ
か
意
味
が
良
く
わ
か
ら
な
い
事
も
あ

り
、
古
代
人
の
コ
ジ
ツ
ケ
で
し
ょ
う
ね
」と
の
御
返
事
を
お
聞
き
し
た
事
も
あ
っ
た
。

　
今
年
の
干
支
は「
壬
辰
」の
年
と
な
り
、
我
が
国
で
は
之
を「
ミ
ズ
ノ
エ
・
タ
ツ
」の

年
と
よ
ん
で
い
る
。「
壬
」の
文
字
の
意
味
は
、
本
字
は「
任
」と
書
き
、
暦
法
の
古
書

に
は「
陽
気
が
万
物
を
下
に
任
養
す
る
意
也
」と
記
し
て
あ
る
の
で
今
年
は
次
第
に

育
っ
て
ゆ
く
と
の
意
で
あ
る
。

　
次
に「
辰
」の
文
字
は「
シ
ン
」と
読
み「
伸
び
る
の
意
」と
あ
り
、
動
物
で
は
龍
が
配

さ
れ
て
い
る
。
兎
も
角
、
今
年
は「
壬
辰
の
年
」で
良
い
年
を
迎
え
る
事
に
な
る
で
あ

り
ま
し
ょ
う
。

　
但
し
之
は
旧
暦
の
説
明
で
す
の
で
、
旧
の
一
月
一
日
・
現
在
の
一
月
二
十
三
日
以

後
の
事
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
長
崎
で
は
龍
踊
と
書
い
て「
龍
」を
ジ
ャ
と
読
ま
せ
て
い
ま
す
が
、
龍
と

蛇
と
は
違
う
の
で
す
が
、
な
ぜ
か
長
崎
で
は「
龍
」を
ジ
ャ
と
読
ま
せ
て
い
る
の
で
す
。

本
来
の
龍
は「
鱗
の
あ
る
蛟
龍
」。「
翼
の
あ
る
応
竜
」。「
角
の
あ
る
蚪
龍
」「
角
な
き
を

螭
龍
」と
中
国
の
古
書『
博
雅
』に
は
説
明
が
あ
り
ま
し
た
し「
述
異
記
」に
は「
蛟
千
年

に
し
て
化
し
て
龍
と
な
る
」と
あ
り
、
龍
は
霊
物
で
あ
り
君
主
に
も
喩
え
ら
れ
中
国

の
古
い
辞
書『
広
雅
』に
は「
龍
は
君
也
」と
あ
り
、
天
子
の
顔
は「
龍
顔
」天
子
の
乗
り

物
は「
龍
駕
」、
天
子
の
徳
は「
龍
徳
」な
ど
と
記
し
て
あ
り
ま
し
た
。

　
龍
の
文
字
は
、
立
と
月
と

の
組
み
合
わ
せ
で「
立
」は
童
の
略
で
音
符
を
あ
ら
わ

し
、
月
は
肉
を
あ
ら
わ
し
、

は
其
の
肉
が
飛
び
は
ね
る
形
で
あ
る
と
の
説
明
が
つ

い
て
い
た
。

　
今
回
の
挿
絵
に
使
用
し

た
圓
山
應
挙
筆
雲
龍
の
図

は「
黒
龍
」の
林
家
の
所
蔵

品
で
、
昭
和
五
十
八
年
六

月「
か
よ
こ
桜
」の
御
縁
で

私
に「
原
爆
平
和
の
願
い
」

を
込
め
て
御
使
用
下
さ
い

と
の
事
で
あ
っ
た
の
で

「
平
和
を
願
う
　
長
崎
純

心
大
学
博
物
館
」に
収
蔵

活
用
し
て
戴
い
た
。

　「
黒
龍
社
」の
事
に
つ
い
て
は
吉
井
勇
先
生
が
其
の
記
念
碑
に
次
の
歌
を
残
さ
れ
て
い
る
。

　
　
黒
龍
と
い
う
名
を
石
に
刻
ま
せ
て
　
父
を
こ
そ
思
え
母
を
こ
そ
思
え

　
長
崎
の
江
戸
時
代
に
お
け
る
年
中
行
事
を
記
し
た
も
の
と
し
て
は
寛
政
九
年

（
一
七
九
九
）長
崎
の
人
、
野
口
文
龍
が
著
し
た『
長
崎
歳
事
記
』が
詳
し
い
。（
長
崎
県

史
・
史
料
編
四
）こ
れ
を
中
心
に
古
賀
十
二
郎
先
生
は「
長
崎
市
史
風
俗
編
・
年
中
行

事
」を
編
纂
さ
れ
て
い
る
。

　
同
書
の
一
月
一
日
は「
正
月
元
旦
　
家
々
に
若
水
と
て
暁
方
よ
り
恵
方
の
水
を
汲

み
と
り
、
湯
を
わ
か
し
茶
を
煮
る
」か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
水
道
が
ま
だ
無
い
時
代

で
あ
る
。
ど
こ
の
井
戸（
泉
）ま
で
水
を
汲
み
に
行
か
れ
た
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。

　
茶
を
煮
る
時
に「
此
の
朝
に
、
若
水
手
拭
と
い
っ
て
新
ら
た
に
手
拭
を
用
意
し
て

お
く
」こ
の
お
茶
を
神
棚
・
恵
方
棚
・
佛
壇
を
清
め
て
燈
火
を
か
か
げ
て
お
供
え
し
、

次
い
で
雑
煮
を
供
し
終
わ
っ
て
、
家
内
一
同
集
ま
っ
て
屠と

そ蘇
を
飲
み
相
い
食
す
。
各

自
の
膳
に
は
、
向
う
に「
う
ら
白
」（
葉
）を
敷
き
、
其
の
上
に
塩
鰯
二
、三
枚
づ
つ
を

す
え
る
。
こ
れ
を
居す
わ

り
鰯
と
い
う
。
こ
の
日
来
客
あ
れ
ば
先
づ「
手
か
け
台
」を
持
ち

出
し
屠と

そ蘇
と
雑
煮
を
進
め
る
。
盃
は
三
方
の
上
に「
う
ら
白
」を
し
き
、
其
の
上
に
重

ね
お
き
出
す
。

　
手
か
け
台
は
一
名
蓬
莱
と
よ
ぶ
。
白
木
三
方
台
に
白
紙
を
た
れ
、
そ
の
上
に
九
合
の

白
米
を
盛
り
米
の
中
央
に
松
の
枝（
根
引
の
松
と
い
う
）其
の
周
囲
に
包つ
つ
み

米
。
包
塩
、

昆
布
、
え
び
、
橙
、
橘
、
ほ
ん
田
わ
ら（
干
海
草
）、
栗
、
柿
、
か
や
の
実
な
ど
を
飾
る
。

○
元
日
は
、
旧
年
中
に
使
用
し
た
家
財
は
全
て
用も
ち

ゆ
る
事
な
く
休
め
る
事
。
こ
の
日
よ
り

「
チ
ャ
ン
メ
ラ
吹
き
」各
家
を
廻
る
。
と
も
の
者
、
小
銅ど

ら鑼
、
片
は
り
太
鼓
を
持
っ
て
は

　
　
新
年
の
ご
挨
拶	

長
崎
歴
史
文
化
協
会
会
長
　
篠
原
　
俊
一

や
子
た
つ
。
家
々
小
銭
を
あ
た
う
。
十
四
、五
文
也
。
チ
ャ
ン
メ
ラ
吹
は
無
刀
に
て
古

き
袴
を
着
せ
り
。
又
、
女
達
二
人
三
人
と
ツ
レ
あ
っ
て
黒
木
錦
に
て
面
を
つ
つ
み
、
槌つ
ち

を
ふ
っ
て
大
黒
舞
を
う
た
ひ
或
は
松
尽
し
な
ど
を
歌
ひ
或
は
恵
美
須
、
大
黒
な
ど
の
姿

を
ま
ね
て
来
る
。
米
を
あ
た
う
。

○
二
日
は
小
商
人
ど
も
商
ひ
初
め
と
て
、
大
人
・
子
供
に
か
ぎ
ら
ず
朝
は
や
く
よ
り
ナ
マ

コ
を
売
あ
る
く
。
其
の
声
か
ま
び
す
し
。
家
々
こ
の
日
始
め
て
銭
を
つ
か
い
ナ
マ
コ
を

買
っ
て
鱠な
ま
す

に
加
う
。
こ
の
時
、
直
段
の
高
下
を
論
せ
ず
家
に
呼
び
入
れ
、
器
を
出
せ

ば
ナ
マ
コ
を
入
れ
る
。
家
人
は
其
の
年
の
月
に
よ
り
十
二
月
の
時
は
十
二
文
、
十
三
月

の
時
は
十
三
文
を
渡
す
。
こ
れ
古
来
よ
り
我
が
長
崎
の
風
習
な
り
。

○
四
日
寺
社
の
人
々
装
束
を
つ
け
奉
行
所
に
至
り
節
を
拝
す
。
右
相
済す

ま
せ
た
後
、
各
寺
社

よ
り
札
守
ま
た
は
杉
楊
子
、
曲ま
げ
も物
に
入
れ
た
る
納
豆
・
金
山
寺
味
噌
な
ど
配
り
も
の
あ
り
。

　
此
日
よ
り
市
中
踏
絵
は
じ
ま
る
。
町
順
あ
り
。
絵
板
十
九
枚
。
町
内
の
乙
名
・
組
頭
・

町
役
人
つ
き
そ
い
。家
毎
に
い
た
り
名
前
を
よ
び
、踏
絵
を
終
え
る
と
家
内
帳（
踏
絵
帳
）

に
記
載
し
て
あ
る
各
自
の
名
前
の
下
に
印
形
を
も
ら
い「
是
を
改
め
の
徴
と
す
」と
記
し

て
あ
る
。
こ
の
行
事
八
日
で
終
り
町
の
人
達
は「
ほ
っ
と
」し
た
そ
う
で
あ
る
。
そ
し
て

こ
の
最
終
日
、
丸
山
遊
女
達
の
踏
絵
が
あ
り
、
其
の
時
の
遊
女
達
は「
美
麗
を
尽
し
た

も
の
」で
あ
っ
た
の
で「
市
中
の
貴
賤
と
も
に
、
姿
を
か
え
面
を
か
く
し
遊
女
の
踏
絵
見

物
に
至
り
」大
さ
わ
ぎ
で
あ
っ
た
と
記
し
て
あ
る
。

○
七
日
　
家
々
膾
を
し
七
種
の
ざ
う
す
ひ
を
煮
て
神
佛
に
供
え
相
祝
す
。

○
十
一
日
　
鏡
ひ
ら
き
、
市
中
の
家
々
す
へ
置
た
る
鏡
餅
を
お
ろ
し
善
戝
餅
と
す
。
商
家

等
は「
帳
祝
ひ
」と
て
新
た
に
諸
帳
面
な
ど
仕
立
表
題
な
ど
を
書
き
て
相
祝
。

○
十
三
日
　
長
崎
御
代
官
支
配
の
長
崎
村
、浦
上
村
・
山
里
村
渕
、は
じ
め
野
母
村
・
高
浜
村
・

川
原
村
・
茂
木
村
・日
見
村
・
古
賀
村
・
椛
島
村
へ
御
代
官
手
代
・
下
役
召
連
れ
相
回
る
。

○
十
四
日
　
夜
よ
り
十
五
日
夜
ま
で
土も

ぐ
ら龍
打
ち
と
て
、
町
々
男
兒
ど
も
門
に
立
ち
て
た
る

門
松
の
竹
を
取
り
お
き
て
打
物
を
造
り
、
家
々
門
口
に
至
り
口
々
に「
モ
グ
ラ
打
は
科
ど
う
が

ン
ナ
〳
〵
」と
言
ふ
て
フ
ミ
石
を
打
つ
。

○
十
五
日
　
家
に
膾
を
き
ざ
み
、
小
豆
粥
に
餅
を
入
れ
て
煮
る
。
こ
の
日
大
釜
の
上
に
す

え
置
た
る
荒
神
様
に
お
供
え
し
た「
三
ッ
重
ね
の
大
鏡
餅
」を
お
ろ
す
。

○
十
六
日
　
ヤ
ブ
入
と
て
奉
公
人
の
男
女
・
家
の
主
人
に
暇ひ
ま
を
乞
ひ
て
家
に
帰
り
在
所
に
行
く
。

○
廿
日
　
廿
日
正
月
と
い
う
。家
々
膾
を
つ
く
り
、餅
の
屑こ
ご
め米
を

集
め
、赤
餅
に
し
神
棚
・
荒
神
様
に
供
ふ
。家
々
は
煮に
こ
み込
と
て
、

家
の
玄
関
に
下
げ
た
る
幸さ
い
ぎ木
よ
り
鰤
の
骨
・
大
根
・
牛
房
・
大

豆
等
を
取
り
お
ろ
し
大
鍋
に
入
れ
当
日
の
珍
味
と
す
る
。

三
五
四
号
　
平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
日

圓山應挙筆　雲龍図
（長崎純心大学博物館蔵）


